シル クロ ー ド を 旅 す る な ら 、 
や っ ぱり ウイ グル 族 の 伝統 料理 


素材 の 味 を いか し た シン プル さ が 特 徴 の ウイ 
グル 料理 。 代 表 的 な 料理 の ひと つ は 麹 料理 
の ラグ メン や 私 た ち に 馴染 み の あ る ピラ フ の 
原型 の よう な お 米 料 理 の ポロ 、 香 辛 料 が アク 
セン ト で 効い た 羊肉 の 串焼 き シ シカ バブ な ど 
が あり ます 。 多 く の ウ イブ グル 料理 は 羊 が 中 心 


で す が 、 日 本 で 食べ る よう な 和 異 み が ほとん ど ェ ィ ご 欠 
な い の が 特徴 。 シル クロ ー ド を 行き 交 っ た ウイ ブル 料理 奈良 に も 伝わっ た 麺 料理 ラブ メン 


に 放 る 居 品 棄 な 聞 が 月 VH 認 2 2223 三 記 2 過 器 M シ ルク ロー ド 24 ホ 吉 
MR シル ク ョ ー: 2 2 


mW 


グ 


[ 心 に 残る 感動 の 旅 を ] ワー ルド 航空 サー ビス は 、 旅 の 安心 を 最 優先 し ます 。 


これ まで も 弊社 の ツア ー は ゆとり の ある 日 程 を 心がけ て きま し た 観光 の 際 に は イヤ ホン ガイ ド シ ス テム を 利用 し 、 お 客 様 、 
が 、 現 地 で の 突発 的 な 問題 発生 や 、 万 が 一 の 事態 に も 対応 で きる 添乗 具 、 ガ イド 間 の 密 状 態 を 避け ます 。 
よう に 連 泊 主体 の さら に ゆとり ある 日 程 を 設定 し て お り ま す 。 


列車 は 17 両 編成 。 軟 似 (上 級 二 段 寝台 ) 車 で チャ 


PPP 生 城 オ ト 道 大 : LU 去 路 ) と 生 域 吉 道 ルク リク へ (ホー タン ー ウ ルム チ 行 き の 列車 
: E」 


M _ 現地 で 新型 コロ ナウ ィ ルス に 種 患 し 、 延 泊 な ど が 必要 に な っ 西域 シル シク ロー ド の ふた つの メイ ン ル ー ト を 一 度 の 旅 で 辿り ます 。 

人 SE た 場合 、 当 社 取扱 い の 海 外 旅行 保 険 で ご 本 人 の 宿泊 費用 や 十 代 、 あ の 戦 糧 を 起点 に し て 西方 ( 天 和 ) へ と 向かう 道 は 、 敦 爆 _ それ ら は 、 実 際 の 都城 寺 や 最近 と み に レ ベル が 高く な っ た 展示 仕様 
いた だ く 等 、 十 分 な 間隔 を 空け て ご 旅行 いた だ け ま す 部 本 帰国 の た め の 航 空 券 代 が 補償 され ます 。 ま た 国 に よっ て は き 
b 域 を 除き ます ) 。 加入 が 義務 づけ られ て いる と ころ も あり ます 。 東 郊 の 関所 、 玉 門 関 と 陽 関 出 る と 、 大 きく ふた つ に 分 か れ 、 天 に よる 博物 館 に 収め られ て いる 早 し い 数 の 出土 品 や 数 体 に 及ぶ ミイ 
山 山脈 の 南 麓 に 沿っ て 、 敦 煙 か ら 只 密 (ハミ ) 、 ト ルフ ァ ン 、 コ ル ラ 、 ラ 等 で す が 、 こ れ ら は 訪れ る 私 た ち に 静か に 何 か を 語り か け て くれ 
クチ ャ と 通り カシ ュ ガ ル へ 、 と いう 「 西 域 北道 ]( 後 の 天山 南路 ) と 、 る よう で す 。 ( 入 い た こと に 、 オ リ ジ ナ ル の ミイ ラ 体 な ど を 含む すべ て 


も う ひ と つ は 敦 得 か ら 、 有 名 な 楼 蘭 (ローラン) 、 米 蘭 (ミー ラン ) 、 チ ャ の 展示 が ノー フラ ッシュ で の 無料 撮影 可能 で し た 。) 


ご 旅行 の ご 案内 と ご 注意 ・ 条 件 (抜粋 ) MMHG KT 旅行 約 の 区 分 半 用 する 取消 ルク リク 、 チ ェ ル チェ ン 、 二 ヤ 、 ホ ー タ ン (和田 )、 ヤ ルカ ンド そし て 
に 、 ボテ ル や 朋 午 で は 部 屋 に より 請 有吉 や 広 で が 供 な る 箇 三 が の うま | 日 本 出国 時 又は 帰国 時 に 航空 機 を 利用 する 募 ーー = 3 と oo 1 
@ 放 行 契約 の 成立 の 特 作 t 施 鐘 の 事情 に より シャ ワー の み と な る 場 人 が あり まり 。 | 人 びに 導 な 久 び 密 < 吉 1> カシ ュ ガ ル へ 至る 「 西 域 南 道 ] と が 開か れ ま し た 。 最 も 早く 、 紀 元 前 ツア ー 前 半 は トル ファ ン か ら ク チャ 、 そ し て カシ ュ ガ ル へ 向かう 「 西 
契 が 旅行 契 千 を 承 込 金 を 受理 し た 眼 3 の 5 人 SS 2 の 型 企画 旅行 契 2 3 っ eS も < 
cu ま #。 。 。 のり 2 人 且 の 容 室 に は シン プル ペッ ド が 2 台 の [ツイ ン ペ ッ ド | 拓 を 衝 す る コー ス を 和 き ま 9) 1 世紀 か ら 紀 元 3 世紀 に か け て 繁栄 期 を 迎え た の が 「 西 域 南 道 ] で 、 域 北道 1 の 旅 。 中 盤 以降 が 、 カ シュ ガル か ら ホ ー タ ン 、 チ ャ ルク リク ( 若 
S に 逢 生 MSU 写 名 3 日 本 出国 時 又は 帰国 時 に 貸切 り 航空 機 を 利用 | 当該 パン フレ ッ ト 等 に 別人 3 6 3 W ンー 5 S 
PR に 明記 する 取消 料 に より ます 。 その 後 、 南 道 が 流砂 に 埋もれ る と 、 次 に 3、4 世 紀 か ら は 北道 が 繁 発 ) に 向かう 「 西 域 南 道 を 辿る 旅 。 楼 蘭 が 残念 な が ら 一 般 人 (中 
陣 、 旅 行 開始 日 の 前 日 か さか の ぼっ こ 易 合 も ご ざい ます 。 また 、 ご ご 参 8 ッ こき SI 三 記 年 誠 坊 識 記 
当たる 日 より 前 に お 支 払 いい た だ きま す 。 で 大 虹 ペ ッ ド 1 の み の ご 利用 と な る 場合 が め り ます 。 (お お 、 [ツイ | ソフ レト 等 に 9 が ある も CO) | 朋 す る 了 消 に より ます 。 栄 を 迎え て いま す 。 (更に 後に 天山 北 廊 に 沿っ て 西 へ 向かう 「 天 山北 国人 も 外国 人 も ) が 入 域 で き な い 状況 の た め 、 今 回 訪れ る オア シス 
@ お 支払 い 対象 旅行 代金 ン ペ ッ ド ルー ム ] に は 2 つの ベッド マッ ト が 1 つの 栓 の 中 に 入っ て いる に 1 へ ry 6 = は 年 こ 6 
[お 支払 い 対象 旅行 代金 ] と は 、「 旅 行 代金 と し て 表示 し た 金額 ] と 追 MR 放電 路 」( 現 キル ギ ス タン を 経て 草原 の 道 を 西進 する ステ ッ プ ルー ト ) が 開 都市 の ひと つ 、 米 蘭 (ミー ラン ) 古城 は 、 シ ルク ロー ド フ ァ ン 垂 湊 の 
加代 金 と し て 表示 し た 金額 | の 合計 顔 を いい ます 。 まれ ます 。 ーー ーー い ee ーー 
eiKt5t 金 に きま れる も の ぐ フ ルー ズ 生 に お ける 宙 江 地上 時 MO と する 和男 発 さ れ ま す と 、 丁 域 北道 は 「 天 山南 路 」 と も 呼ば れる よう に な り ま す 。) 地 と 申し て 良い か も し れ ま せん 。 そ こ に は 、 二 千年 前 の 古代 ロー マ 
Se NZZ2 8 SE2 戸 に 店 に だ に 折 ば 腔 の スケ ジュ ー ル 及び 上 陸 観 光 地 は 乗客 の 安全 を 最 優先 と 考え 、 天 fA 記 中 S き KN 6 計 才 
(1) 4 レフ レッ ト 等 、 当社 ホー ムページ の 旅 租 に 明 し た 災 に 伺 げ る も 避 や を その他 現地 事情 に より 、 朋 長 の に よっ て 予告 な し に 変更 され 旅行 処 約 の 解除 其 日 消 料 古代 シル クロ ー ド は 、 以 来 、2000 年 の 時 を 過ぎ ゆく 中 で 、 時 代 と の 交易 関係 も 明示 する 都城 寺 が 砂漠 の 中 に 静か に 眠る よう に 広 
、 計 貸 対人 る 7 で ソフ | Au ト 筆 に 鼻 に 0 な る こと が あり 、 そ の 権限 は 船長 が 持っ て いま す 。 ま た 、 そ の 変更 に よ 旅行 開始 日 が ピー ク 時 の 旅行 で ある 場 を 回 に < 
0 エゴ 7 ミー リコ 人 の EEE き My ちあ っ て 旅行 開 始 日 の 前 日 か ら 起算 お れい 装 象 旅行 代 人 が の 変遷 と と も に 、 様 々 な 人 類 の 足跡 を 私 た ち に 遺し て くれ て いま す 。 が っ て いま し た 。 
@ 謗 岬 パス 料金 、 都 市 間 の 移動 に 係る パス 料金 、 観 光 に 伴う パス 料金 人 航空 機 に つい て に 80 円 滴 の どき は 105 
奏 泊 機関 の 宿泊 科 金 及び 税 ・ サ ービス 料金 (パン フレ ッ ト 等 に 特に 別 座席 配列 に より 、 ブ ルー プ ・ カ ッ プ ル の 方 で も 隣り 合わ せ に な ら な い DE ) 
途 の 記載 が な い 限り 1 部 屋 に 2 名 で 宿泊 し た 場合 を 基準 に し ます 。) 場合 が あり ます 。 な お 、 窓 側 ・ 通 路側 の ご 希望 は 、 す べ て の ご 希望 ) | 旅行 開始 日 の 前 日 か ら 起 算 し て さか の ぼ |\50.000 . ) 
0 ea 8 Pe っ て 30 日 目 に 当たる 日 以降 21 日 目 に 当 | お 支払 い 対象 旅 行 代金 が 
③ 食事 の 料金 (内 食 は 除く 。) 及び 税 -・ サ ービス 料金 を が な える こと は 不可 能 で す の で 、 ご 容赦 くだ さい 。 た る 日 まで に 解除 する と き 25 万 円 未満 の と き は 20% ] 
③ 泊 員 等 (企画 旅行 に 同行 し て 放 和 和 業 務 を 行う 者 等) が 同行 する 。 時 間 帯 の 目安 に つい て 誠に お の 天山 北 路 ウル ムチ ( 豆 田 木 寺 上 海 ( 計 2 泊 ) 
コー ス に お ける 洒 員 等 の 旅人 用 = 当社 は 、 原 昌 と し て 時 刻 を 記載 し た 日程 表 を 交付 し て お り ます が 、 地 | う て 20 日 目 に 当たる 日 降 3 目 に 当 た | お 支払 い 対象 代金 の 20% mーー、 ン SN 靖 / _ ヾ \ 
OO 0 UE 計 刻 を 記載 で き な い 一 部 の 日 程 表 に つい て は 、 下 記 の 時 間 る 日 まで に 解除 する と き < IN ex 
開 到 が 定 * 重 量 の 無料 手 谷 物 許容 量 の 男 受 『 定 で 表記 し ます 。 ルーロ ュー ーー 7 5 誠 ヽ 
手荷物 軍 送 料金 04:00 08:0O 12:00 16:00 18:0O0 22:00 だ 上 0 ら 日 | お 支払 い 対象 旅 代金 の 50% 
@ 団体 行動 時 の 必要 な 心 付け 朝 | 午前 年 後 還 国 221 画 還 還 : 梓 菩 5 ーー ュー と 評 
@ 旅程 中 の 海外 の 空港 税 、 同行 税 、 同 空 和 用 ( mi 放 和 和 に 計る と き は 和束 金 の 100% SS : ト ルフ ァ ン (( 吐 曽 番 )ー、 @/ \ 玉 ( 論 密 ) 
⑩ その 他 / パ ソフ レッ ト 等 に お いて 、 旅行 代金 に 含ま れる 旨 を 表示 し た も の 光 に つい 時 詳 講 ーー ミ (2 泊 ) 
(2) 前 (1) に 記載 し た も の は 、 お 客 様 の 都合 に より 部 利用 され な く て も 払 計 衣 光 に つじ いて: 介入 記 観 や ー ト 康光 細 ニ ユネ スコ 草履 ( 注 1) 旅行 約 解除 の 申出 は 、 当 社 の 営業 日 の 営業 時 間 内 に お 原 い し ます 。 し / 
戻し の 対象 外 と な り ます 。 還 お 食事 : 時 朝食 屋 玉 食 ター タ 食 林 機 内 食 [」ー 廊 事 な し 国 = 軽 当社 の 近日 の 営業 時 間 、 連 絡 先 (電話 番 号 等) 及び 連絡 方 法 は 、 お 
es 人 仙 描 より ち お 体 に や さ し い 軽 め の 廊 事 で す ) = 客 様 自身 で も お 申込 時 に 必ず ご 二 認 山 い ます 。 
CNG 困り 物 : サー 航空 中 バス 中 区 還 ら 邊 動車 ー 和 本 = ロー (は 2)[ ピ ー ク 時 | と は 、12 月 20B か ら 1 月 7 まで 、4 月 2 か ら 5 日 コル ラ ( 訂 動 
2 実 まで 及び 7 月 20 日 か ら 8 月 31 日 まで を いい ます 。 ラ (年 示 1 
Ta PS @ 本 パン フレ ッ ト の 掲載 写真 と 地図 に つい て ( 注 3) く 表 1> の 「 お 支払 い 対象 旅行 代金 ] と は 募集 広告 双 は パン フレ ッ ト 等 440K NAS 
EE パン フレ ッ ト に は 、 よ りお 客 様 に 訪問 地 の イ メー ジ を 掴ん で いた だ け に 旅行 代金 と し て 表示 し た 金額 と [追加 代金 と し て 表示 し た 金額 ] の m ヽ 、 
アー に 即 し た 写真 を 掲載 する よう に 好 め て お り ま す が 。』 合計 頒 を いい ます 。 ao 
SI MAU ず し も 同じ 角度 や 高度 で ご 覧 いた だ ける と いう 保証 で は ど ざ いま せ - - に ny 
(5) 日 本 国内 の 空港 放 設 使用 料 、 国 際 失 旅 税 また 、 掲 載 し て お り ます 地図 は 、 お よそ の 位 電 @ 放 行 示 件 ・ 旅 行 代金 の 基準 楼 闘 古城 @ 玉 敦 爆 
ん 。 ま た 、 掲載 し て お り ます 地図 は 、 お よそ の 位置 関係 宿泊 地 、 計 生 件 に つき まし て は 、 こ の パパ ン フ レッ ト に 記載 し まし た 大 8 j ル 門 関 @ 
(6) 港 利 用 料 、 政 府 関 連 庄 科 等 訪問 地 を 示し 、 イ メー ジ を 掴ん で いた だ く た め の も の で す 。 2 の | カシ ュ カ ) ロ プ ノー ル 潮 ー 
(燃油 サー チャ ー ジ (旅行 2 約 成立 後に 坦 額 され た 場合 は 増額 分 の 差 人 容 ・ 条 件 の 他 、 旅 行 条件 書 (全文 ) 確定 書 面 最終 旅行 日 程 表 ) 及 リア 格 庫 線 
は 徴収 し 、 ま た 、 沼 廃止 され た 場合 は 、 減 絹 分 は 、 払 戻し を いた し ます 。) 例 旅 行 契約 の 解除 ・ 払 戻し に つい て び 当 社 の 旅行 業 約款 に より ます 。 ご 旅行 条件 は 、2023 年 10 月 1 ( 吹 件 ) 陽 関 
上 旅行 契約 が 成立 し た 後に 以下 の 区 分 に より 定め られ た 取消 料 を お 支払 現在 の 運賃 ・ 料 金 を 基準 と し て お り ま す 。 0 (2 泊 ) 
@ お 部 屋 に つい て いい た だ く こ と に より 、 お 客 様 は 旅行 契約 を 解除 する こと が で きま す 。 : ス e 米 蘭 古城 
MA WEB も ワー ルド 航空 議 評 馬 間 / 月 曜日 金曜 日 午前 9:30 午後 5:30 (日 - 祝 は 休業 ) 
行人 画 . 実 施 ー/7L に RT 全 " ザ サー ビ どう ぞ 検索 諾 Me 1 
V "7 71 ビ に 是 空 " ナ ビス https:/ ハ www.wastours.jD ) ポコ っ ド 保証 全員 和 を ② 
東京 支店 TEL: 03-3501-4111 九州 支店 TEL: 092-473-0111 。 ーー 
東京 者 人 暫 有楽町 1-5-1 日 谷 マリ ン ピ ル 4 化 〒100-0006 約 合 評 癒 松 和 洛 1 市 陸 タ 区 朝 包 東 2-5-28 博多 ピ ル 2 填 〒812-00 1 訟 人 旅人 者 村 上 
大 阪 支店 TEL: 06-6343-0111 札幌 支店 TEL: 011-232-9111 
件 【 析 1-1-3 人 前 第 3 ビル 29 〒530-0001 総評 交 和信 軸 札 由 市 中 央 K 北 1 条 本 2-1 早計 人 ビル 5 散 〒060-0001 褒 旅 務 了 香 才 中 和 
名 古屋 支店 TEL : 052-252-2110 藤沢 支店 TEL: 0466-27-0111 _ 
る 古 司 中 3-14-7 RICCO ポ 8 階 〒460-0008 終章 上 神 人 上 際 市 用 484-1 朋 ア パー ビル 3 思 〒251-0052 総評 導 人間 近 博 み 
※ 総 合 旅行 業務 取扱 管理 者 と は 、 お 客 様 の 旅行 を 取り 扱う 営業 所 で の 取引 に 関す る 責任 者 で す 。 こ の 旅行 に 関し 、 担 当 者 か ら の 説明 に ご 不明 な 点 が あれ ば 、 ご 遠慮 な く 上 記 の 旅行 業務 取扱 管理 者 に お た ず ね くだ さい 。 (株 ) ワー ルド 航空 サー ビス 観光 庁 長官 登録 旅行 業 201 号 


後漢 時 代 、 及 び 唐 代 に お いて 西域 経営 の 重要 拠点 と 鉄道 試乗 & 視 察 ・ 最 新 フォ ト 紹介 利用 予定 航空 会 社 : 中 国東 方 航空 ツア ー コ ー ド : CHO023 


レク) こ 合 ・ 日 数 ・ 出 旅行 代金 
チャ ルク リク ( 若 発 ) に て な っ た 電装 が 栄え た 衝 市 クチ ャ (WW TcTT 


0 cl ロッ ククル 誠 記 誠 ー [成田 空 集 合 ・1 5 日間 】 
か つて 、「 さ ま よ え る 湖 ] と し て 知ら : が 明示 され 、 中 で も 有名 な [「 有 商 | ae キ LT 馬 ーー、 新 締 ウ イグ ル 目 治 区 最大 の 者 市 * ウ ルム チ ( 局 胃 林 昔 4 月 7 日 (日 ), 1 4 日 (日 ) \/98,000 


れ た ロ プ ノー ル が あっ た と され る : 天使 ] (壁画 。 オ リ ジ ナ ル は 大 英博 | : 和 江 か ら 宋代 に か け て 且 間 され た か つて の 側 ーー アー アー 
と この DE ニラ ここ : 国 の 237 扇 を 数 える 壮大 な 仏教 石 刷 。4 せ 識 D1 人 で ご 参 様 は 、 追加 代金 \140.000 に て 承り ま 
タク ラマ カン 砂漠 の 東南 緑 。 こ の : 物 館 蔵 ) は 、 古 代 ロ ー マ と の 交易 の | : 紀 に 初め て 仏典 を 漢 訳し た 高僧 ・ 鳩 摩 羅 仕 の 沈 寺 サー チャ ー ジ 及 和 目安 : \15.200 : 10 月 1 現在 
地 に 栄え た 楼 開 領域 の ひと つが 、 : 証 と され て いま す 。 近 年 、 参 観 エ リ 」 : 母 は 重 外 国 の 王族 で あり 、 独 自 の 歌舞 が 発達 
K 軸 1 8 壮 が 敷 9 : し た 重 国 だ か ら こ そ 誕生 し た 伎 楽天 画 の 壁 贅 訪問 地 スケ ジュ ー ル 宿泊 地 ・ 食 事 
「 西 域 南 道 ] の 交易 の 中 心 を 成 し : ア に は 木 道 が 敷 か れ 、 従 来 の よう 」 : 画 な ど 、 仏 教 の さら な る 東進 史上 、 及 び 仏 孝 き 還 ? 
還 ミ の 守 こ - 寺 。 9 っ : 美術 史上 に お ける 便 国 の 果たし た 役割 は 計 成田 空港 13 : 50 発 | 成田 空港 より 、 中 国東 方 航空 に て 上 海 (浦東 空港 ) へ 。 
人 に 1 | 拓 ( 泊 ) 16:15 六 | 着 後 、 ホ テル へ 。 。 (上海 泊 ) 職 あ 
【 で す 。 リク か ら は 東 に : く 、 大 変 歩き さや すく 参観 で きる よう | : 文化 條 中 で す 。 還 ー ーー 
9 ( 2 : 0 0 二 3 上 」 絞 (人 )09:30 発 | 午前 、 上 海 ( 尋 橋 補 洪 ) より 衣 空 機 に て ウル ムチ へ 。 
約 。 発 掘 べ れ た 様々 な 遺物 : に な と 。 ツ アー で は 、 た っ | : ウル ムチ 14 : 40 着 | 着 後 、( 〇 紅 山 公園 を 訪ね 、 現 在 の 高層 ビル が 建ち 並 が ウル ムチ 
0 8 AN 拉 : 間 「 新 是 ウ イグ ル 自 治 区 博物 館 」 紅 山 公園 か ら 望 お ウル ムチ 市 街 の 風景 2 は か 
か ら 、 米 蘭 が 遥か 地中海 世界 に ま : り と 全体 で 2 時 間 一 2 時 間 半 ほど | : 2 ム ト ラ 和 人 油 さす が に 西域 トッ プ の 博物 館 だ け に 展示 の いよ いよ ウル ムチ の 市 街 人 口 は 300 万 人 を 市 御 の パ ノラ マ を ご 覧 いた だ さま す 。 (ウル ムチ 泊 ) 国 竹 
で コード ノー こっ : 参観 時 マ 呈 Sr 主 : 5 一 11 世 紀 に か け て 開削 され た 112 窟 の 石 クオ リティ が 極め て 高く 、 フ ラッ シュ な し で 超え まし た ウル ムチ 11 : 40 発 幅 | 午前 、 
Ti PB で 才 (の 美女 (ミイラ) と 提 人 人 還 は 、9 う | IM ファ ン 12:40 着 | 着 、 還 @ 交 河 を 参 有 し ます 。【2 連 泊 】 (トルファン 泊 ) 朝 屋 タ 
: 潤 式 、 亀 字 に 漢字 、: 疾風 の ミイ ラ ) と 想像 復元 図 は 、 
壁画 も 多く 、 シル クロード の 往来 の 洛 発 化 に 号室 に 展示 され て いま す トル ファ ン 終日 、 ト ルフ ァ ン の 観光 。 話 三蔵 ゆか り の 同 便 高 昌 故 城 、 壁 画 
従い 、 こ の 時 代 に シル フロ ー ド を 通じ て 東西 4 が 美しい 念 ア スタ ー ナ 古墳 群 、 人 @ ベ ゼ クリ フク 千 仏 洞 、 西 遊記 ゆか 
の 文化 が 融合 し た こと が わか る 貴重 な 遺跡 。 | り の 〇 火 冶 山 を 訪ね ます 。 (トル ファ ン 泊 ) 眠 屋 | 夕 
トル ファ ソ 14 : 36 発 回 | 午前 、 介 トル ファ ン 博 物 館 を 見 学 し ます 。 午後 、 
クチ ャ 20 : 36 着 【2 連 泊 】( フ チャ 泊 ) 朝 恒 夕 
東西 文化 が 融合 し た クム トラ 千 仏 油 ( イ メー ジ ) | 2 チャ 終日 、 フ チャ 及び 周辺 の 観光 。 同人 @ キ ジル 千 仏 洞 、 人 @ フ ム ト ラ 千 
2 千 年 の 歴史 を 持つ 郊 才 市 の 遺 橋 ・ 米 ^ 仏 洞 、 〇 草 交 古城 な ど を 参観 し ます 。 (クチ ャ 泊 ) 朝 居 了 
0 中 国 と 中 央 アジ ア を 結ぶ 文化 と 民族 の 十字 路 2 チャ 06 : 00 発 部 | 早朝 、 再び 
上 8 7| カツ ュ ガル 12 : 30 着 午後 、 カ シュ ガル 市 内 の 参観 。 人 @ 香 妃 墓 な ど を 訪れ ます 。 
カシ ュ ガ ル 【 2 連 泊 】 (カシ ュ ガ ル 泊 ) 国司 
カシ ュ ガ ル 午前 、 カ シュ ガル の 日曜 家畜 大 パ ザ ー ル へ ご 案内 し ます 。 
8 午後 、 但 エイ ティ ガー ル モ ス ク 、 〇 カシ ュ ガ ル 上 市 街 の 散策 観光 、 
及び 自由 行動 (カシ ュ ガル 泊 ) 開 属 
カツ ュ ガ ル 10:43 発 東 | 午前 、 


途中 、 


9 ヤル カン ド 、 カ ル ガ リ クノ など を 通過 し ます 。 

| 靖 さ ョ ホー タン 15 : 30 着 | 午後 、 ホ ー タ ン 着 後 、「 ホ ー タ ン の 玉 ] を 産出 し た 〇 白玉 河 、 〇 玉 

ホー タン 人 還 エ リア 整備 され て 新しく 生ま れ 安 わ っ た ホー タン EE の パ ザ ー ル に 立ち 寄り 、 近 年 整 備 が され た 上 市 街 の 所 光 スポ ッ ト 

〇 団 城 エ リア の 散策 に ご 案内 し ます 。 (ホー タン 泊 ) 識 國 多 
| ョ 証 語 前 、 行動 。 

ホー タン 13 : 00 発 起 | 午後 、 

10 チャ ルク リク 23 : 12 着 車窓 か ら は 

クラ マカ ン 砂 漠 や 豊 卒 山脈 の 山並 か が 望め ます ( 注 2 ) 。 本 日 の タ 

| 車内 に て お 弁当 の 夕食 を お 召し 上 が り い た だ さき ます 。 深夜 、 

ルク リク 着 後 ホテ ル へ 。【 2 連 泊 】 (チャ ルク リク 泊 ) 虐 國 國 


、 パ ス に て 米 蘭 (ミー ラン ) 古城 を 訪ね (チャ ルフ リク より 約 
キロ ) 、 古 代 ロ ー マ と の 交易 関係 5 明 ら か に な っ た オア シス 都 
田 
元 


米 開 で 発掘 され た 2 千年 前 の ミ イラ (10 代 それ ぞ れ の 遺 中 は 、 木 道 が 廻ら され 歩き 
の 妊 婦 ) ( 楼 蘭 博物 館 ) や すく な り ま し た 


まだ まだ あり ます 西域 北道 の 観光 スポ ッ ト 


「 天 山南 路 」 と 「 天 山北 路 ] の 分 岐 点 を な す 、 se 
西域 シル クル ー ド の 要衝 トル ファ ン | エイ ティ ガー ル モ スク 。 香 如 昔 (アパ フ ホ ー ジ ャ 且 ) 


由 感 ぬ 
さ 
| 


チャ ルク リク 


1492 年 ( 明 の 永楽 帝 時 代 ) に 建立 の 新 負 ウ イ 1670 年 に 創建 され た 、 当 時 の 著名 な イス ラ 
グル 自治 区 最大 の イス ラム 寺院 。 今 も イス ラ ム 教 指導 者 アパ フ ・ ホ ー ジ ャ と その 一 族 (5 代 
ム の 人 々 に と っ て の 心 の 拠り 所 と な る 大 切な 72 名 ) が 葬 ら れ た 墓所 

モス ク ホー タン か ら は 和 若 線 に 乗車 高架 線 で す の で 遠く の 砂丘 も 一 望 で きま す 
車窓 か ら は タフ ラマ カン 砂 漠 を 間近 に ご 覧 

いた だ け ま す 1 


米 蘭 古城 へ の 観光 拠点 の オア シス 都市 : チ ャ ルク リク ( 若 発 ) 


@ 江 


米 蘭 の 都城 寺 を 参 鈴 し ます 。 (チャ ルク リク 泊 ) 握 司 


新しく 改装 され た 候 桜 菩 博物 館 を 見 学 し ます 。 ま た 、 地 
場 に も ご 案内 し ます 。 午後 、 ホ テル に て 休憩 。 


( 車 中 泊 ) 机 悦 夕 


| ココ | 
選 T 


ト @ 


羽 ③ 


チャ ルク リグ 223:38 発 農 


ウル ムチ 11 : 48 状 | 午前 、 ウ ルム チ 着 
「 後 、「 楼 蘭 の 美女 ] の ミイ ラ で 有名 な 急 新 鍋 ウ イグ ル 自 治 区 博物 館 
較 


を し っ か りお 時 間 を お 取り し 参観 し ます 。 (ウル ムチ 泊 ) 國 属 


ウル ムチ 11 : 05 発 | 午前 、 ウ ルム チ よ り 航 空 機 に て 上 海 (浦東 空港 ) へ 。 
14 上 海 15 : 45 着 着 後 、 開 発 発展 の 目覚 し い 最 新 の 上 海 の 中 心 部 へ 。 最 後 の お タ 

食 は 、 か つて の フラ ンス 租界 地区 の レス トラ ン 「 夜 上 海 ] に て 、 
本 場 上 海 料理 の フェ アウ ェ ル ディ ナー で す 。 (上 海 泊 ) 織 職 攻 


午 問 
名 


世界 遺産 ・ 交 河 古 城 アス ター ナ 古 墳 

唐 の 時 代 に 西域 の 最高 軍事 機関 ・ 安 西 都 護 府 6 7 世紀 に 栄え た 高 昌 国 時 代 の 貴族 の 墳墓 
が 置か れ た 、 南 北 1.6 キ ロ 、 東 西 300 メ ー ト 群 で その 数 は 500 を 数 えま す 。 壁画 や ミイ ラ 
ル の 世界 最大 、 最 古 の 土 で 造ら れ た 古代 都市 な どの 見 どこ ろ と と も に 、 目 の 前 に 広がる 西 
遺 貴 遊記 で お 馴染 み の 火 始 山 が 印象 的 で す 


シュ ガ 街 シュ ガル 職人 街 上 海 09:05 発 | 午前 、 士 海 (浦東 補 港 ) より 、 中 国東 方 航空 に て 帰国 の 途 へ 。 
カシ ュ ガ ル |B 市 街 カシ ュ ガ ル 職 人 街 15 1 フ 2・ 2 2 PT 
古い 民家 と 路地 が 入り 組 お カシュガル 旧 市 街 鍛冶 屋 の 作業 風景 。 楽器 、 金 物 な ど を 作っ て ピー 成田 空港 12 : 50 着 | 午後 、 成田 空港 に 到着 後 、 解 散 。 國 機 し 」 
邊 0B8204 人 本 宿泊 ホテ ル の 向かい に 建つ 「 科 情 物 館 核 隊 遺 跡 か ら の 出 十 物 が 豊富 で す ※ 名 道人 時間 に 関し て は 、 乱 連行 スケ ジュ ー ル が 変更 と なる 場合 も で ざい ます 。 予 め ご 了承 くだ さい 


現在 は 中 国人 も 含め 一 般 人 の 入 域 が 禁止 さ 
れ 訪問 で き な い 楼 蘭 遺 跡 か ら の 出土 品 を 展 
示す る 欄 博物 館 。 ハ イラ イト は 2 千年 前 
の 10 代 の 美女 の ミイ ラ 。 皮膚 や まつ 毛 まで 
も 確認 で きる の は 奇跡 と し か いい よう が あり 


Sa ( 注 1 ) カシ ュ ガ ルー ホー タン 区 間 の 列車 に は 、 軟 名 席 、 軟 座席 は な く 、 硬 座席 ( 二 等 座席 ) と な り ます 。 
( 注 2 天候 に より 、 車 窓 か ら 山並 みな どの 景観 が ご 覧 いた だ け な い 場合 が び ござい ます 。 予 め ご 了承 くだ 
ンー で 29 さい 。 
ベ ゼ ク リク フ 千 仏 洞 | 同 
6 世紀 の 高 昌 国 時 代 に 開 窟 が 始ま り 、9 世 紀 に 6 地方 発着 追加 代金 新 千歳 、 羽田 、 中 部 、 伊丹 、 福岡 空港 か ら 、 台 出 発 太 び 到着 まで の 国内 線 は 、 
最盛 期 を 迎え た 仏教 を 深く 信 夫 する ウイ グル ル | で ご 提供 し ます 。 
人 貴族 に よる 仏教 石窟 。 ウ イブ ル 語 で 「 美 し く 1 ご 希望 の 場合 は 、 お 申し 込み 時 に お 申し 出 く だ さい 。 但し 付帯 条件 が ご ざい ます の で 台 支 店 へ お 問い 合わ せく だ さい 。 
飾ら っ れ た と ころ 」 を 意味 する 因 上 海 (日 程 1 日 目 ) : 虹橋 宮 館 ーッ ー ュー ニー 
男 ウル ムチ : 尊 茂 銀 者 酒店 NEC 
画 最 少 催行 人 員 : 10 名 様 食 事 : 朝食 14 回 、 昼 食 1 1 回 、 夕 食 14 回 較 添 和 員 : 成田 空港 ご 出発 時 か ら 成 田 空 
固 トル ファ ン : 双 城 酒店 港 ご 到着 時 まで 同行 し ます 。 田 パ スポ ー ト 必要 残存 有効 期間 : 中 国 査証 申請 時 7 カ月 以上 田 パ スポ ー ト 査証 
一 クチ ャ : 庫 車 飯店 未 使用 欄 : 2 ペー ジ 以 上 必要 (見 開 さ で な く て も 可 ) 画 2023 年 10 月 1 日 時 点 で は 、 中 国 へ の 渡航 (観光 目的 含 
6 お ) に あたっ て は 、 中 国 査 証 の 取得 が 必要 と な り ま す 。 査証 に 関す る ご 案内 は 下記 の 通り で す 。 (今後 の 規制 緩和 
賠 カシ ュ ガ ル : 其 尼 瓦 克 国 際 酒 店 に より 、 無 査証 で の 渡航 が 再開 され る 可能 性 も ご ざい ます 。) 田 パ スポ ー ト 本 体 を お 預かり いた し ます (締め 
に 切り は 各 出発 日 30 日 前 と な り ま す ) 功 中 国 査証 料金 お よび 諸費 用 : 25.000 円 副 査 証取 得手 数 料 : 6.600P 
恩 ホー タン : 和田 費 館 (税込 ) 男 宜 証 用 写真 : 1 枚 ( 縦 4.8cmX 横 3.3cm。 カ ラー 写真 背 は 無 背景 かつ 白色 ) 。 写 真 の 上 か ら 豆 頂 
リフ : 部 まで 3mm5mm。 写真 の 下 か ら 青 ま で 7mm 以 上 。 正面 向き 。 メガ ネ 着 用 不可 。 前 胡 で 顔 が 隠れ た 写真 は 不可 
世界 遺産 高 昌 導 城 チャ ルク リンク : 楼 剛 下部 大 酒店 過 し と ( 耳 と 眉毛 が 見 え 、 額 の 80% 程 度 が 見 える も の ) 顔 周り に 装飾 品 は つけ な い (ピア ス 、 ネ ッ ク レ ス 、 帽子 な どの 
玄 甘 三蔵 が 仏典 を 求め て イン ド に 向かう 途中 | 圏 上 海 (日 程 14 日 目 ) : 上 海 浦東 機電 華美 達 席 場 酒店 (ラマ ダ ・ プ ラ ザ ・ 上 海 ・ プ ド ソ エア ポー ト ) 弟 用 不可 ) 上 着 無し で 白い シャ ツ だ け の 着用 は 背景 と 同化 する た め 不 可 。 スナ ッ プ 写 真 お よび デジ タル 加工 され た 


に 立ち 寄り 歓待 を 受け て 2 カカ 月間 滞在 し た 高 加 
昌 国 の 王 都 。 紀 元 前 1 世紀 か ら 廃 棄 さ れる 13 … 縛 財 二 。 
世紀 まで 1,300 年 の 歴史 を 誇っ た 城 志 遺跡 地元 ウイ ブル 人 の 親子 


も の は 不可 。6 カ 月 以内 に 撮影 され た も の 。 ) 
喪 表紙 の 【 ワ ー ル ド 航 空 サー ビス 海外 旅行 「 安 心 」 へ の 取り 組み 】 も ご 覧 くだ さい 


※ フ チャ 、 カ シュ ガル の ホテ ル を 除い て シャ ワー の み の 客 室 と な り ま す 。 


※ 星 の 数 は 、 中 国政 府 の 基準 に 基づき ます 。 


